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愛知県立芸術大学講演愛知県立芸術大学講演愛知県立芸術大学講演愛知県立芸術大学講演

2010/10.7/12：：：：30-14  

ＦＤの現状と課題

京都大学高等教育研究開発推進センター

センター長

田中毎実

2

私は何をしてきたのか（１）

公開実験授業「ライフサイクルと教育」

（（（（平成平成平成平成８８８８年度年度年度年度からからからから実施実施実施実施））））

� 第第第第１１１１にににに、、、、授業者授業者授業者授業者とととと受講生受講生受講生受講生とのとのとのとの相互形成相互形成相互形成相互形成をめざすをめざすをめざすをめざす「「「「授業実践授業実践授業実践授業実践」」」」

� 第第第第２２２２にににに、、、、生態学的生態学的生態学的生態学的・・・・現象学的研究現象学的研究現象学的研究現象学的研究やややや機器機器機器機器・・・・調査票調査票調査票調査票などによるなどによるなどによるなどによる実証的研究実証的研究実証的研究実証的研究のののの
ためのためのためのための「「「「実験授業実験授業実験授業実験授業」」」」

� 第第第第３３３３にににに、、、、授業観察授業観察授業観察授業観察とととと授業検討会授業検討会授業検討会授業検討会をををを通通通通してしてしてして授業者授業者授業者授業者とととと観察者観察者観察者観察者とがとがとがとが相互相互相互相互にににに研修研修研修研修
するするするする（ＦＤ）（ＦＤ）（ＦＤ）（ＦＤ）「「「「公開授業公開授業公開授業公開授業」」」」

(1) 体験の具体性・全体性

(2) 相互肯定・相互受容のために

(3) 相互研修の共同体へ

私は何をしてきたのか（２）：プレＦＤ

大学院生のための教育実践講座

� きっかけ
・大学教員を輩出する京大の社会的責任
・就職対策 ―総長名での修了証の授与
・相互研修型FDのプレ研修モデルを作る

� 基本設計
・集中化と疲労による防衛の逓減
・ボディワークによる相互行為の基礎の体得

� Basic と Advanced の二本立てへ。

文学部ＯＤ研修へ

3 4

「ベーシック」の概要
９９９９時時時時４０４０４０４０分分分分 受受受受 付付付付

１０１０１０１０時時時時００００００００分分分分 開会式開会式開会式開会式 挨拶挨拶挨拶挨拶（（（（ 総長総長総長総長 ）／）／）／）／ 趣旨趣旨趣旨趣旨（（（（大塚雄作大塚雄作大塚雄作大塚雄作））））
１０１０１０１０時時時時３０３０３０３０分分分分 セッションセッションセッションセッション１１１１ グループグループグループグループ討論討論討論討論１１１１ 「「「「大学大学大学大学のののの授業授業授業授業についてについてについてについて」」」」
１１１１１１１１時時時時３０３０３０３０分分分分 セッションセッションセッションセッション２２２２ ミニミニミニミニ講義講義講義講義１１１１ 「「「「大学大学大学大学のののの授業授業授業授業１１１１」」」」 （（（（松下佳代松下佳代松下佳代松下佳代））））

１２１２１２１２時時時時００００００００分分分分 セッションセッションセッションセッション３３３３ ランチとランチとランチとランチと自由討論自由討論自由討論自由討論
１３１３１３１３時時時時００００００００分分分分 セッションセッションセッションセッション４４４４ グループグループグループグループ討論討論討論討論２２２２ 「「「「大学大学大学大学のののの授業授業授業授業でででで教師教師教師教師にににに求求求求められるめられるめられるめられる

ものものものもの」」」」
１４１４１４１４時時時時００００００００分分分分 セッションセッションセッションセッション５５５５ ボディー・ワークボディー・ワークボディー・ワークボディー・ワーク 「「「「他者他者他者他者とのつながり・とのつながり・とのつながり・とのつながり・自分自分自分自分とのつとのつとのつとのつ

ながりながりながりながり」」」」 濱野清志濱野清志濱野清志濱野清志（（（（京都文教大学教授京都文教大学教授京都文教大学教授京都文教大学教授））））
１６１６１６１６時時時時００００００００分分分分 セッションセッションセッションセッション６６６６ ミニミニミニミニ講義講義講義講義２２２２ 「「「「大学大学大学大学のののの授業授業授業授業２２２２」」」」 （（（（溝上慎一溝上慎一溝上慎一溝上慎一））））

１６１６１６１６時時時時３０３０３０３０分分分分 セッションセッションセッションセッション７７７７ 全体討論全体討論全体討論全体討論 「「「「大学大学大学大学でででで教教教教えるためにえるためにえるためにえるために」」」」
１７１７１７１７時時時時３０３０３０３０分分分分 セッションセッションセッションセッション８８８８ ミニミニミニミニ講義講義講義講義３３３３ 「「「「大学大学大学大学でででで教教教教えるためにえるためにえるためにえるために」」」」 （（（（田中毎実田中毎実田中毎実田中毎実））））

１７１７１７１７時時時時５０５０５０５０分分分分 閉会式閉会式閉会式閉会式 挨拶挨拶挨拶挨拶とととと修了証授与修了証授与修了証授与修了証授与 （（（（副学長副学長副学長副学長 ））））
終了終了終了終了パーティパーティパーティパーティ （（（（１８１８１８１８時時時時３０３０３０３０分分分分までまでまでまで））））

5

修了証授与式修了証授与式修了証授与式修了証授与式発表発表発表発表

ボディワークボディワークボディワークボディワーク ランチランチランチランチ

今年は8/4
6

私は何をしてきたのか（２）：プレＦＤ

文学研究科ODリレー講義

・文学研究科ODによる学部生向けリレー式
入門講義、同時に、各ODに対する「教育実
習」の場である。

・そのため、京都大学高等教育研究開発推
進センターの協力を得て、同センターが推進し
ている「相互研修型FD」のシステムを取り入れ
た「FD研修」を各ODに対して実施し、最終的に
は京都大学総長名で「FD研修修了書」を発行
する。
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授業 検討会

研
修
会

２回～5回の講義

リフレクションシート

録画ビデオ

リレー講義終了後ア
ンケート

7

学生の変化と教師

１１１１））））学生学生学生学生のののの個人主義化個人主義化個人主義化個人主義化→→→→集団主義集団主義集団主義集団主義、、、、共同体主義共同体主義共同体主義共同体主義（「（「（「（「みみみみ
んないっしょんないっしょんないっしょんないっしょ」）」）」）」）のののの喪失喪失喪失喪失（→→→→ たとえばたとえばたとえばたとえば、、、、講義型授業形講義型授業形講義型授業形講義型授業形
式式式式はははは、、、、実施実施実施実施もももも困難困難困難困難））））

２２２２））））知識知識知識知識やややや技術技術技術技術をををを自自自自らららら生生生生みだしていくみだしていくみだしていくみだしていく創造力創造力創造力創造力やややや想像力想像力想像力想像力
やややや構想力構想力構想力構想力のののの要請要請要請要請。。。。能動的学習主体能動的学習主体能動的学習主体能動的学習主体としてのとしてのとしてのとしての学生学生学生学生。。。。

・・・・「「「「一方的一方的一方的一方的にににに教教教教ええええ学学学学ぶぶぶぶ」」」」わけにはいかないわけにはいかないわけにはいかないわけにはいかない
・・・・教育学習共同体教育学習共同体教育学習共同体教育学習共同体

教授学習過程教授学習過程教授学習過程教授学習過程ととととＦＤＦＤＦＤＦＤのののの一体化一体化一体化一体化

8

教師の力
（「教育」はどんな仕事か？）

・相手を「わかり」/に「伝え」/を「変える」。

・一人の相手でも難しいのに、学校ではなぜ可
能か？

・個人ではなく集団

・「一定の目的の達成」という限定した連関

・全体を「わかり」「伝え」「変える」わけではない

「成果」や「評価」について、内心の抵抗

9

教師に求められる力

� 個人的パーソナリティ

受容的理解的である度合いの差異

� 年齢

柳田国男「小さき者の声」

・「渡し守」としての教師 年齢差の拡大

・技術の向上、関係の直接性の喪失

ＦＤの必要性、しかし限界はある

10

高等教育一般の問題状況と芸
術系・公立大学の問題状況

� 高等教育の基本的問題から芸術系・公立大学
の個別的問題へ

� 芸術系・公立大学の基本的問題は？

・・・・教育問題教育問題教育問題教育問題／／／／学習学習学習学習へのへのへのへの構構構構ええええ／／／／優位性優位性優位性優位性のののの活活活活かしかしかしかし方方方方

ともにともにともにともに創造創造創造創造しししし表現表現表現表現するするするする／／／／教教教教えるえるえるえる者者者者・・・・学学学学ぶぶぶぶ者者者者のののの相互性相互性相互性相互性

入試入試入試入試、、、、カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム、、、、卒業認定卒業認定卒業認定卒業認定はははは上手上手上手上手くくくく働働働働いているかいているかいているかいているか

・・・・経営問題経営問題経営問題経営問題などはなどはなどはなどは？？？？

11 12

【参考】 高等教育の段階移行

エリートエリートエリートエリート段階段階段階段階 　　　　マスマスマスマス段階段階段階段階 ユニバーサルユニバーサルユニバーサルユニバーサル段階段階段階段階

大学進学率 ～15％ 15～50％ 50％～

高等教育機会 少数者の特権 多数者の権利 万人の義務

同質性 多様性 極度の多様化

（共通の高い基準） （多様なレベル） （共通の水準の喪失）
特　色

（マーチン・トロウによる）  
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13

� 「学士力」（中教審答申 2008）

＝学士課程修了段階での「学習成果(learning outcomes)」

� 「入口」の質保証から、 「出口」の質保証へ

� 日本だけでなく、先進国共通の課題

� 「ユニバーサル化」→学力・学習意欲の水準低下と格差拡大

� 「グローバル化する知識基盤社会」

→これまで以上に高い質（世界標準）への要求

大学教育の「質保証」への要請

大大大大 学学学学ユニバーサルユニバーサルユニバーサルユニバーサル化化化化 グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化するするするする
知識基盤社会知識基盤社会知識基盤社会知識基盤社会

入口入口入口入口 出口出口出口出口

14

� （中教審答申 2008）

三つのポリシー

カリキュラム
入試入試入試入試

学位学位学位学位

Ｆ Ｄ

アドミッショ
ン・ポリシー

ディプロマ・
ポリシー

カリキュラム・
ポリシー

質保証問題の三つの前提

� 前提（１）組織のおかれているローカリティ

� 前提(2)教育について教員集団が共有する暗黙知

� 前提(3)教員集団の日常的な教育改善実績

・この３つの前提（既成事実）から出発すべきだ

・ゼロから出発するわけでも・出発できるわけでもない

15

前提(1)

組織のおかれているローカリティ

高等教育高等教育高等教育高等教育ののののユニバーサルユニバーサルユニバーサルユニバーサル化化化化（（（（普遍化普遍化普遍化普遍化））））

大学全入化時代大学全入化時代大学全入化時代大学全入化時代のののの基礎的学力保証基礎的学力保証基礎的学力保証基礎的学力保証

・・・・高等教育高等教育高等教育高等教育ののののグローバルグローバルグローバルグローバル化化化化（（（（高度化高度化高度化高度化））））

国際水準国際水準国際水準国際水準のののの学力保証学力保証学力保証学力保証

・・・・知識基盤社会知識基盤社会知識基盤社会知識基盤社会へのへのへのへの適応適応適応適応（（（（バケツモデルのバケツモデルのバケツモデルのバケツモデルの不適合不適合不適合不適合））））

・・・・生涯教育生涯教育生涯教育生涯教育・・・・学習社会学習社会学習社会学習社会へのへのへのへの対応対応対応対応

ーーーー具体的具体的具体的具体的なななな課題課題課題課題のありようはのありようはのありようはのありようは機関機関機関機関によってによってによってによって個個個個
別化別化別化別化・・・・多様化多様化多様化多様化（（（（ローカルなローカルなローカルなローカルな最適解最適解最適解最適解ありありありあり））））

16

前提前提前提前提(2)
教育教育教育教育についてについてについてについて教員集団教員集団教員集団教員集団がががが共有共有共有共有するするするする暗黙知暗黙知暗黙知暗黙知

� 大学の教員集団は、これまでにも暗黙のうち
に、教育に関するさまざまな暗黙知を共有して
きた。この暗黙知のなかには、三つのポリシー
も含まれている。

� 教員集団は、三つのポリシーをもそれなりに選
び取ってきた

（以下の例示を参照）

17

例１ 京都大学の場合

� 京都大学京都大学京都大学京都大学はははは、、、、創立以来築創立以来築創立以来築創立以来築いてきたいてきたいてきたいてきた自由自由自由自由のののの学風学風学風学風をををを継承継承継承継承しししし、、、、発展発展発展発展
させつつさせつつさせつつさせつつ、、、、多元的多元的多元的多元的なななな課題課題課題課題のののの解決解決解決解決にににに挑戦挑戦挑戦挑戦しししし、、、、地球社会地球社会地球社会地球社会のののの調和調和調和調和ああああ
るるるる共存共存共存共存にににに貢献貢献貢献貢献するためするためするためするため、、、、自由自由自由自由とととと調和調和調和調和をををを基礎基礎基礎基礎にににに、、、、ここにここにここにここに基本理基本理基本理基本理
念念念念をををを定定定定めるめるめるめる。。。。

� 京都大学京都大学京都大学京都大学はははは、、、、多様多様多様多様かつかつかつかつ調和調和調和調和のとれたのとれたのとれたのとれた教育体系教育体系教育体系教育体系のもとのもとのもとのもと、、、、対話対話対話対話をををを
根幹根幹根幹根幹としてとしてとしてとして自学自習自学自習自学自習自学自習をををを促促促促しししし、、、、卓越卓越卓越卓越したしたしたした知知知知のののの継承継承継承継承とととと創造的精神創造的精神創造的精神創造的精神
のののの涵養涵養涵養涵養につとめるにつとめるにつとめるにつとめる。。。。

抽象的抽象的抽象的抽象的理念理念理念理念のののの強固強固強固強固なななな共有共有共有共有／／／／しかししかししかししかし、、、、理念理念理念理念とととと実態実態実態実態ととととのののの乖離乖離乖離乖離

課題課題課題課題：：：：理念理念理念理念をををを前提前提前提前提としとしとしとし実態実態実態実態をををを考慮考慮考慮考慮にににに入入入入れたれたれたれた教育体制教育体制教育体制教育体制をををを築築築築くくくく
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例２ Ａ大学短期大学部の場合

� AAAA大学短期大学部大学短期大学部大学短期大学部大学短期大学部はははは、「、「、「、「悠久不滅悠久不滅悠久不滅悠久不滅のののの生命生命生命生命のののの理想理想理想理想にににに向向向向かってかってかってかって精進精進精進精進するするするする」」」」というというというという建学建学建学建学のののの
精神精神精神精神・・・・理念理念理念理念にににに基基基基づいてづいてづいてづいて、、、、真理真理真理真理をををを探究探究探究探究しししし、、、、個人個人個人個人のののの資質資質資質資質をををを高高高高めめめめ、、、、激動激動激動激動するするするする現代社会現代社会現代社会現代社会にににに
的確的確的確的確にににに対応対応対応対応できるできるできるできる人材人材人材人材をををを育成育成育成育成しししし、、、、もってもってもってもって文化文化文化文化のののの創造創造創造創造・・・・伝達伝達伝達伝達とととと地域社会地域社会地域社会地域社会にににに貢献貢献貢献貢献するこするこするこするこ
とをとをとをとを目標目標目標目標としていますとしていますとしていますとしています。。。。

【【【【幼児教育科幼児教育科幼児教育科幼児教育科】】】】アドミッション・ポリシーアドミッション・ポリシーアドミッション・ポリシーアドミッション・ポリシー（（（（入学者入学者入学者入学者のののの受入方針受入方針受入方針受入方針））））

【【【【教育目標教育目標教育目標教育目標】】】】 本学科本学科本学科本学科はははは、、、、保育技術保育技術保育技術保育技術やややや知識知識知識知識のののの修得修得修得修得、、、、感性感性感性感性・・・・創造性創造性創造性創造性・・・・表現力表現力表現力表現力のののの育成育成育成育成、、、、カウカウカウカウ
ンセリングマインドのンセリングマインドのンセリングマインドのンセリングマインドの習熟習熟習熟習熟、、、、保育観保育観保育観保育観、、、、人間観人間観人間観人間観をををを確立確立確立確立することによってすることによってすることによってすることによって、、、、優優優優れたれたれたれた保育技保育技保育技保育技
術術術術をををを備備備備ええええ、、、、人人人人としてとしてとしてとして尊敬尊敬尊敬尊敬されるされるされるされる保育者保育者保育者保育者のののの育成育成育成育成をををを目標目標目標目標としていますとしていますとしていますとしています。。。。

【【【【求求求求めるめるめるめる学生像学生像学生像学生像】】】】

本学科本学科本学科本学科がががが求求求求めるめるめるめる学生像学生像学生像学生像はははは、、、、上記上記上記上記のののの教育目標教育目標教育目標教育目標をををを理解理解理解理解しししし、、、、子子子子どもがどもがどもがどもが好好好好きできできできで幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育
をををを学学学学ぶぶぶぶ意欲意欲意欲意欲をもちをもちをもちをもち、、、、保育者保育者保育者保育者をををを強強強強くくくく志志志志すすすす人人人人ですですですです。。。。

ディプロマ・ポリシーとアドミッション・ポリシーとのディプロマ・ポリシーとアドミッション・ポリシーとのディプロマ・ポリシーとアドミッション・ポリシーとのディプロマ・ポリシーとアドミッション・ポリシーとの関連関連関連関連はははは？？？？

19

前提前提前提前提(3)

教員集団教員集団教員集団教員集団のののの日常的日常的日常的日常的なななな教育教育教育教育改善改善改善改善実績実績実績実績

� 教育を担う集団である以上、それなりの教育の質保
証に努めてきている

� たとえば、日常的な授業実践において、学生の変化
を、どこまで見て見ぬふりができるのか。

� 自己評価書の記述、教員への教育アンケートなど

私たちは、この質保障問題の３つの前提（既成
事実）から出発すべきである。

20

これまでの教育活動の組織性

� どのポリシーメイクも、既成事実の自覚化ないし追認
でなければならない。

� この自覚化ないし追認は、一定のどこかで収束する
のではなく、つねに生成的な過程である。

� これは、教員集団が自覚的主体的教育集団へと組
織化されるＦＤの過程である。 ＦＤについて考えよう

� それでは、この自覚化と追認はどのようになされるべ
きか。 自覚化の方法について考えよう

21

例：日本学術会議：大学教育の分野別
質保証の在り方について

� 一定一定一定一定のののの抽象性抽象性抽象性抽象性とととと包括性包括性包括性包括性をををを備備備備えたえたえたえた形形形形でででで記述記述記述記述

� 各大学各大学各大学各大学のののの自主性自主性自主性自主性・・・・自律性自律性自律性自律性がががが尊重尊重尊重尊重されるされるされるされる枠組枠組枠組枠組みみみみ

� 暗黙知暗黙知暗黙知暗黙知とされてきたとされてきたとされてきたとされてきた、、、、分野分野分野分野にににに固有固有固有固有のののの「「「「世界世界世界世界のののの認識認識認識認識のののの仕方仕方仕方仕方」」」」・・・・「「「「世界世界世界世界へのへのへのへの関与関与関与関与
のののの仕方仕方仕方仕方」」」」についてについてについてについて、、、、学問的学問的学問的学問的なななな観点観点観点観点からからからから同定同定同定同定するするするする

� これらはこれらはこれらはこれらは、、、、自己決定自己決定自己決定自己決定するするするする集団集団集団集団のののの現場現場現場現場のののの徹底的徹底的徹底的徹底的なななな尊重尊重尊重尊重であるであるであるである。。。。

� 大学教員大学教員大学教員大学教員のののの教育教育教育教育がががが高度高度高度高度なななな専門職専門職専門職専門職のののの遂行遂行遂行遂行であるとすればであるとすればであるとすればであるとすれば、、、、そそそそ
れはれはれはれは集団的倫理性集団的倫理性集団的倫理性集団的倫理性によるによるによるによる集団的自己決定集団的自己決定集団的自己決定集団的自己決定であるであるであるである他他他他はないはないはないはない。。。。

� しかししかししかししかし、、、、高度高度高度高度なななな専門職集団専門職集団専門職集団専門職集団であることはであることはであることはであることは現実現実現実現実ではなくではなくではなくではなく、、、、課題課題課題課題でででで
あるあるあるある。。。。

暗黙暗黙暗黙暗黙のののの集団的理解集団的理解集団的理解集団的理解をををを自覚化自覚化自覚化自覚化するするするする三三三三つのポリシーのつのポリシーのつのポリシーのつのポリシーの策定過程策定過程策定過程策定過程はははは、、、、
集団集団集団集団がががが自覚自覚自覚自覚をををを獲得獲得獲得獲得しししし、、、、専門職集団専門職集団専門職集団専門職集団となるとなるとなるとなるＦＤＦＤＦＤＦＤのののの過程過程過程過程であるであるであるである。。。。
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愛媛大学方式（１）

学士課程定型化のステップ

3つのポリシー策定と一貫性構築

（佐藤浩章、小林直人）

Step1 人材像策定人材像策定人材像策定人材像策定

Step2 ＤＰＤＰＤＰＤＰ策定策定策定策定

Step3 ＡＰＡＰＡＰＡＰ策定策定策定策定

Step4 ＣＰＣＰＣＰＣＰ策定策定策定策定

Step5 カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム評価手法評価手法評価手法評価手法のののの策定策定策定策定

「ＦＤと並行するから、ある程度の時間をかけて。」

23

愛媛大学方式（２）

� 実践的実践的実践的実践的にとてもよくにとてもよくにとてもよくにとてもよく考考考考えられているえられているえられているえられている。。。。行行行行きききき届届届届いたいたいたいた注記注記注記注記などなどなどなど。。。。

� しかもしかもしかもしかも、、、、このプロセスこのプロセスこのプロセスこのプロセス自体自体自体自体ががががＦＤＦＤＦＤＦＤとととと並行並行並行並行してしてしてして進行進行進行進行するするするすることがことがことがことが十十十十
分分分分にににに理解理解理解理解されているされているされているされている。。。。

� ただしただしただしただし、、、、このこのこのこの「「「「体系化体系化体系化体系化」」」」とはとはとはとは、、、、＜＜＜＜暗黙暗黙暗黙暗黙のののの前理解前理解前理解前理解のののの言語言語言語言語化化化化＞＞＞＞といといといとい
うううう課題課題課題課題のののの形式的形式的形式的形式的操作化操作化操作化操作化でありでありでありであり、、、、これはこれはこれはこれは、、、、具体的具体的具体的具体的なななな教育状況教育状況教育状況教育状況かかかか
らのらのらのらの乖離乖離乖離乖離をををを招招招招きききき寄寄寄寄せかねないせかねないせかねないせかねない。。。。

� 形式的形式的形式的形式的なななな操作化操作化操作化操作化であるがであるがであるがであるが故故故故にににに、、、、このこのこのこの方式方式方式方式はははは、、、、場合場合場合場合によってはによってはによってはによっては
、、、、業者業者業者業者のののの提携提携提携提携メニューメニューメニューメニュー販売販売販売販売のののの対象対象対象対象ととととももももななななりうるりうるりうるりうる。。。。

� 暗黙暗黙暗黙暗黙のののの理解理解理解理解のののの言語化言語化言語化言語化にはにはにはには、、、、操作化操作化操作化操作化・・・・合理化合理化合理化合理化はははは不不不不適合適合適合適合でででで、、、、不器不器不器不器
用用用用にににに時間時間時間時間をかけるをかけるをかけるをかける主体的作業主体的作業主体的作業主体的作業こそがこそがこそがこそが適合的適合的適合的適合的であるであるであるである。。。。
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“FD”の法制的義務化

� 大学院設置基準 （2006.3改正、2007.4施行）

� (教育内容等の改善のための組織的な研修等) 「第十四条の
三 大学院は、当該大学院の授業及び研究指導の内容及び
方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施する
ものとする。」

� 大学設置基準 （2007.7改正、2008.4施行）

� (教育内容等の改善のための組織的な研修等) 「第二十五条
の三 大学は、当該大学の授業の内容及び方法の改善を図
るための組織的な研修及び研究を実施するものとする。」

＊FDの定義（文科省）

「教員が授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な
取組の総称」

ＦＤの三つのレベル

� 「「「「授業改善授業改善授業改善授業改善」」」」のみにのみにのみにのみに制約制約制約制約されたされたされたされたＦＤＦＤＦＤＦＤのののの定義定義定義定義はははは、、、、文科省自身文科省自身文科省自身文科省自身がががが、、、、
「「「「狭狭狭狭いいいい」」」」とととと述述述述べているべているべているべている。。。。

ＦＤの三つのレベル
・・・・日常的日常的日常的日常的なななな授業改善授業改善授業改善授業改善のレベルのレベルのレベルのレベル

・カリキュラム・カリキュラム・カリキュラム・カリキュラム改善改善改善改善のレベルのレベルのレベルのレベル（（（（経済学研究科経済学研究科経済学研究科経済学研究科のののの例例例例））））

・・・・教育組織改善教育組織改善教育組織改善教育組織改善のレベルのレベルのレベルのレベル（（（（理学研究科理学研究科理学研究科理学研究科のののの担任制担任制担任制担任制のののの例例例例））））

ＦＤとは、この三つのレベルの改善を通して、ファ
カルティがファカルティへと成長していく過程。

26
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FDの類型
－－－－啓蒙型啓蒙型啓蒙型啓蒙型FDとととと相互研修型相互研修型相互研修型相互研修型FD－－－－

非日常的・イベント的

Ⅰ型（啓蒙型） Ⅱ型
（イベント的・制度化型） （イベント的・自己組織化型）

制度化 自己組織化

Ⅳ型 Ⅲ型（相互研修型）
（日常的・制度化型） （日常的・自己組織化型）

日常的

28

FDの組織化へ

� それぞれにローカルな特性をもつ個人あるいは組織
の日常的教育改善の努力（Ⅲ型）を活かす。

� この努力を促進する手だて（Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ型）を講ずる。

� 個人あるいは組織では十分な達成が困難であったり、
個人あるいは組織の努力を効率的に補完することが
できるのなら、個人どうしの連携ないし地域内の組織
どうしの連携を。

中教審大学分科会制度・教育部会

学士課程教育の在り方に関する小委員会

� 「「「「学士課程教育学士課程教育学士課程教育学士課程教育のののの構築構築構築構築にににに向向向向けてけてけてけて」（」（」（」（答申答申答申答申））））
第第第第１１１１章章章章 グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化、、、、ユニバーサルユニバーサルユニバーサルユニバーサル段階等段階等段階等段階等をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる

認識認識認識認識とととと改革改革改革改革のののの基本方向基本方向基本方向基本方向
４４４４ 競争競争競争競争とととと協同協同協同協同、、、、多様性多様性多様性多様性とととと標準性標準性標準性標準性のののの調和調和調和調和

大学間大学間大学間大学間のののの協同協同協同協同・・・・連携連携連携連携にはにはにはには多様多様多様多様なななな形態形態形態形態があるがあるがあるがある
・・・・自生的自生的自生的自生的なななな連携連携連携連携
・・・・行政行政行政行政にににに支支支支えられたえられたえられたえられた連携連携連携連携

私学研修福祉会私学研修福祉会私学研修福祉会私学研修福祉会のののの業務業務業務業務はははは、、、、このこのこのこの協同協同協同協同・・・・連携連携連携連携のののの先取先取先取先取りりりり
であるであるであるである
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京都大学におけるＦＤシステム

ＦＤ研究検討委員会
情報の共有化・意識の共同化・全学的支援

Ａ．教育経験別教育研修

ベテラン教員

中堅教員

新任教員

プレFD
（院生研修、文学部プレFD）

Ｂ．教育相談窓口
Ｃ．教育・学習実態調査

教育調査

自学自習実態調査

Ｆ．ＦＤに関する広報
赤字：2010年度実施

青字：未着手

Ｄ１．全学のＦＤ支援 Ｄ２．各研究科のＦＤ支援

勉強会

日常的教育実
践・教育改善

（FDの実質化）

Ｅ．ＦＤ委員会支援

高等教育研究開発推進セン
ター

必要な他との連携

入試の在り方、カリキュラム
の統一的検討、理念の検討

教育業績評価と
報奨システムの構築
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教育改革へのセンターの立場

相互研修の自己組織化の支援

１１１１））））ローカリズムのローカリズムのローカリズムのローカリズムの尊重尊重尊重尊重

２２２２））））啓蒙啓蒙啓蒙啓蒙ではなくではなくではなくではなく共同共同共同共同のののの連携連携連携連携へへへへ

３３３３））））改革改革改革改革のののの自己組織化自己組織化自己組織化自己組織化のののの援助援助援助援助

31

ＦＤ研究検討委員会

高
等
教
育
研
究

高
等
教
育
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

部局単位での自生的ＦＤ活動部局単位での自生的ＦＤ活動

■概念図２

FD関連情報ＷＧ部局連携FD企画実施ＷＧ

・成果の共有化・公開
Webサイト作成

京都大学ＦＤニュースの発行 など

・部局横断的ＦＤ活動
院生研修の実施

FD活動の企画, 立案, 実施
勉強会および公開研究会

の企画, 立案, 実施 など

事 務
（教育推進部）

関西地区FD連絡協議会

� 個別大学の自生的努力が前提（相互研修型
FD）

� 個別大学を包む地域連携も必要

・個別大学の力の限界、効率化省力化

� どのような組織化を目指すか？

・情報の共有、共通のイベント（研修、研究会）
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3京都大学

http://kansai-fd.org/

研修研修研修研修マトリックスマトリックスマトリックスマトリックス

本協議会が主催・共催・協賛する研修事業は、
事業の種類（講演会、シンポジウムなど）や

テーマ（教授学習、カリキュラム、評価など）に
あわせ、研修マトリックスとして分類されており、
参加する研修事業の位置づけを確認する手が

かりを提供する。

また、本協議会が主催もしくは共催する事業に
ついては、希望する参加者に対して、「参加証

明書」を発行している。

2008年度年度年度年度のののの主主主主なななな活動活動活動活動

2008年年年年
4月26日 設立総会（京都大学芝蘭会館）

10月27日 授業評価研究SG会合
11月14日 Web公開授業研究SG会合

11月29日 第１回主催イベント シンポジウム
「思考し表現する学生を育てる―書くことをどう指導し、評価するか？―」

（立命館大学衣笠キャンパス 参加者：157名（会員校126名））
12月 8日 出欠確認研究SG会合

2009年年年年
1月21日・26日 出欠確認研究SG授業アンケート見学会（大阪成蹊大学）

3月19日 第２回主催イベント 公開研究会
「授業評価からFD評価へ」（京都大学百周年時計台記念館）

研修研修研修研修プログラムのプログラムのプログラムのプログラムの企画企画企画企画・・・・実施実施実施実施

プレFD、初任者研修、合同講演会といったFD
研修プログラムを共同または連携して企画・実
施する。例えば、初任者研修では、担当者研修

や共通プログラムの開発を計画している。

FDにににに関関関関するするするする情報支援情報支援情報支援情報支援

FDに関するリソースの共有やFD講演会の講師
紹介に関する情報提供を行っている。

FDコミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティの形成形成形成形成とととと支援支援支援支援

研究WGにおいて、共通した興味関心の下でサ

ブグループが組織され、研究活動をおこなって
いる。また、FD連携企画WGでは、共通課題を
持つ会員校が連携して課題に取り組むと共に、

パイロット校を支援する。

関西地区FD連絡協議会

関西地区（大阪、兵庫、京都、滋賀、奈良、和歌山）にある大学・短期大学が参加する、FDに関す
る地域連携拠点を目指した互助組織として、2008年4月に発足。  現在、５つのワーキング・グ
ループ（FD情報支援・FD共同実施・FD連携企画・広報・研究）を設置し、活動を推進している。

20１０年６月3日現在、1３０校（1１３法人）が参加

協議会の組織

広報活動広報活動広報活動広報活動

協議会のホームページの運営、ニュースレター
の発行などを行っている。

FD地域連携拠点
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高等教育研究
開発推進センター

共同利用拠点
諮問委員会

相互研修型ＦＤ共同利用拠点

拠点運営委員会

地域拠点地域拠点

全国拠点全国拠点

国際拠点国際拠点

学内拠点学内拠点

地域拠点地域拠点学内拠点学内拠点 全国拠点全国拠点 国際拠点国際拠点

大学教育研究フォーラム(1995-)
大学生研究フォーラム (2008-)

FDネットワーク代表者会議（2008-）
若手FD研究者ネットワーク（2008-） 大学教育ネットワーク (2004-)

ＭＯＳＴ (2009-)

ハーバード大（米国）
デレック・ボク

「教授・学習」センター

ソウル大学（韓国）
教授学習センター

マギル大（カナダ）
教授学習サービス

メルボルン大学（豪州）
CSHE

カーネギー財団

オンラインＦＤ支援環境構築オンラインＦＤ支援環境構築

拠
点
形
成

『大学教員教育研修のための相互研修型ＦＤ拠点形成』プロジェクト（2008〜12）『大学教員教育研修のための相互研修型ＦＤ拠点形成』プロジェクト（2008〜12）

利用者

（国内高等教育
機関・教職員・

他）

拠
点
の
共
同
利
用

利利利利 用用用用提 供

FD研究検討委員会 (2006.12-) 関西地区FD連絡協議会 (2008.4-)

相互研修型ＦＤ共同利用拠点 (2010〜14)相互研修型ＦＤ共同利用拠点 (2010〜14)

理論的・実践的成果の提供

拠点形成プロジェクトで得た理
論的・実践的成果にもとづき、
４つのレベルにおいて拠点の

業務を推進する。

拠点形成から共同利用拠点へ
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ＦＤと教育改善の在り方

� ローカルなローカルなローカルなローカルな個人個人個人個人ないしないしないしないし組織組織組織組織のののの教育実績教育実績教育実績教育実績とととと改善実改善実改善実改善実
績績績績とそのとそのとそのとその蓄積蓄積蓄積蓄積があるがあるがあるがある。。。。―ＦＤＦＤＦＤＦＤはゼロからはゼロからはゼロからはゼロから出発出発出発出発するするするする
わけではないわけではないわけではないわけではない。。。。

� 泡沫泡沫泡沫泡沫のようにのようにのようにのように消消消消えてきたえてきたえてきたえてきた改善成果改善成果改善成果改善成果のののの蓄積蓄積蓄積蓄積、、、、伝達伝達伝達伝達、、、、
共有共有共有共有がががが求求求求められるめられるめられるめられる。。。。

・ローカルな日常性に根差して、教育改善を組織的
に進め、教育する集団として成熟しよう。
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平成２２年度 愛知県立芸術大学ＦＤ講演会 アンケート集計結果 
 

テーマ：「ＦＤの現状と課題」 

開催日時：平成２２年１０月７日（木）１２時３０分から１４時００分（天候：快晴） 

会場：本学講義棟第１講義室 

講師：京都大学 高等教育研究開発推進センター センター長 

    田中 毎実（たなか つねみ）氏 

参加対象者：教員 ８５名（学長含む） 

参加者：美術学部教員  １０名  参加率：２１％ 

 音楽学部教員  １２名      ３４％ 

 全教員     ２２名      ２６％ 

 芸大職員     ４名（含む、運営スタッフ２名） 

 その他大学職員  ３名 

 合計  ２９名 

アンケート回答者：美術学部教員   ３名 回答率：３０％ 

   音楽学部教員   ２名  １７％ 

   全教員   ５名  ２３％ 

   職員    ４名  ５７％ 

   合計    ９名     ３１％ 

 

 

２ ＦＤ講演会について 

 （１）本日の講演は、ＦＤ活動の一環としてＦＤの現状と課題をテーマに開催しました。 

講演の内容は参考になりましたか？ 

１．おおいに参考になった ２名 ２２％ 
２．やや参考になった  ７名 ７８％ 
３．どちらでもない  ０名 
４．あまり参考にならなかった ０名 
５．まったく参考にならなかった ０名 
 
 （２）講演後では、ＦＤへの認識が変わりましたか？ 

１．変わらない   ５名 ５６％ 
２．変わった   ４名 ４４％ 
 
「２．変わった」と回答された方は、どのように認識が変わったかをお聞かせください。 

ａ 良く理解できました。 
ｂ FD が何だかよくわからなかったが、教員の集団が入学基準等について共通の認識を持つことが、FD だと

いう話で少し腑に落ちた。 
ｃ ３つのポリシーを教員同士で話し合うことも FD だと知りました。 
ｄ アドミッションポリシーetc．を策定するプロセスが最高の Faculty である。 
  議論を行うこと⇒FD  
 
（「１．変わらない」で記入） 

ｅ 先生のお話の中にあった、ローカリティに則した方法ということが、私自身の授業の進め方に自信を与えて

くれました。 
 
 （３）講演会の運営についてお気づきの点がありましたらお聞かせください。 

ａ 参加者が少ない。固定化している。 

ｂ もう少し小さい部屋でもよかった。 

ｃ 認証評価と重なったせいか、非常に参加教員が少ない。昨年度に比べ、芸大職員の参加も減った様子。 

ｄ 認証評価の訪問調査とバッティングしたのがまずかった。講演日を教授会の開催日をあわせた方が集まりが

良いのでは？（会議も多いので難しいか？） 

 

 （４）講演内容についてのご感想をお聞かせください。 

ａ なるべく多くの教員に聞かせるとよいと思います。 

ｂ 頭の例が参考になった。 
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ｃ 面白かった。 

ｄ 先生ご自身の経験をまじえながら、とても興味深い話を聞かせていただきました。 

ｅ 色々な機材を使い、自身の授業中でのくせや行動を客観的に把握したり、公開講座を頻繁に行う等、常にチ

ェックを行っていることに感銘を受けた。ＦＤの現状についてわかりやすく解説されていた。 

 

 

【以下、芸術大学教員のみ回答】 

３ 芸術大学のＦＤ活動について 

（１）Ａ．あなたは、授業改善のために日頃、どのようなことを心がけていますか。 

ａ 個人の講義 DVD を見て参考にしている。講義内容に関連する一般的な話題についても勉強している。大学

全体の（授業評価）アンケートの他に、自分に必要なことを調べるアンケートを実施している。 
ｂ 準備をちゃんとする。 
ｃ 授業に必要な資料等をしっかり準備している。 
 
 Ｂ．また、複数名の教員や学部・専攻で取り組んでいることはありますか。 

ａ ない。 
ｂ 専攻で隔週に１回は部会を開いています。 
ｃ 毎週のチェック、講評時。 
 
（２）今後のＦＤ講演会で取り上げてほしいテーマや講師について、ご意見・ご希望がありましたらお聞かせく

ださい。 

ａ 研究と教育の両立について 
ｂ 精神的困難をかかえる学生の指導方法について 
ｃ 愛媛大学の佐藤浩章准教授 
 
（３）芸術の専門教育において有効と思われるＦＤの手法や、芸術大学に相応しいＦＤのあり方について、ご意

見・提言等がありましたらお聞かせください。 

  記入がありません。 
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